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した効果的な評価の在り方についても検討することが重要である。 



























































































 Unit 2  I study math on Monday.～夢の時間割を伝え合おう～ 














4.1.1 Small Talk 






















図 1 1 時間の活動の流れ  
4.1.2 1 単位時間における「聞く活動」の位置づけ 




授業では教科書に「聞く活動」として設定されている【Listen and Guess】【Listen and Play】






































絵や写真などを⼿がかりに推測ながら聞く・・・・・・・・【Listen and Guess】  
                           Small Talk 
 
２．表現や語句への慣れ親しみ 
新しい表現を繰り返し聞いたり⾔ったりして慣れ親しむ・・・【Listen and Play】 
                            ゲーム    
 









図 2 Small Talk の流し⽅ 





 実践授業Ⅰでの成果と課題を踏まえ，Unit 3 I sometimes walk the dog.～自分の生活を
伝え合おう～，Unit 4 She can sing well.～先生や友達に自分を紹介しよう～ を実践した。
ここでは，実践授業Ⅰから改善した点について述べる。 
 
4.2.1 改善点１ Small Talk の流し方 


















4.2.2 改善点２ 「聞く活動」の実施の仕方 
 授業実践Ⅰ終了時の中間アンケートでは，「あきらめずに最後まで聞くことができるよ
うになった」という問いに「とてもそう思う」「そう思う」と回答した児童は 1 組 75.0%,2
組,100%,3 組 73.9％であった。また，「話のだいたいの意味を想像できるようになった」と










4.2.3 改善点３ 振り返りシートの内容 
振り返りシートの内容に，「英語の話を聞いて何について話しているか分かった」という














 毎単元の指導計画作成時には，以下のような評価計画を作成した。第 4 時までは形成的
評価を行いながら定着を図り，それぞれの領域の実現状況を把握できる段階で記録に残す
評価を行うようにした。 
表１【Unit 2 における「聞くこと」，「話すこと[やりとり]」 の評価場面】 













時 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
１    
２    
３    
４ Listen and Do Activity   
５    
６  Small Talk Activity Small Talk Activity 
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 実践前後での意識や「聞く力」の変容を知る目的で，本研究の対象である筆者の置籍校








からなる大問 6 つで構成し，ALT の音声
を聞かせ，聞いた語句や表現と合う絵を選
ぶ問題，ALT と指導者の会話や ALT のま
とまった話を聞き，その内容を問う問題で










った。また問 3 の 4 問は，まとまった話を聞いて内容について答える問題であるが，事前
の結果から他に比べて正答率が低く，置籍校の課題としていたところである。事後では，





図 3  
「聞くこと」に 
関するテスト 
図 4 テスト正答率（1 組） 図 5 テスト正答率（2 組） 図 6 テスト正答率（3 組） 
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図 7 外国語の授業に対する児童の意識 



















































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
事後
Q. あきらめずに最後まで聞くことができるようになった











0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
事後
事前 Q. 英語を「聞く活動」はすきですか
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